
いちごドリルプリント

現代社会と人権 名前

問1 製造物責任法（PL法）が制定された背景として、最も適切な説明はどれですか。 （2024年 秋田県公立入試 類似）

1. 訪問販売などで強引な勧誘を受け
た消費者が、一定期間内であれば無
条件で契約を解除できるようにする
ため。

2. 不当な契約内容によって消費者が
不利益を被った際、その契約を取り
消すことができる権利を認めるため
。

3. 企業間の公正な競争を促進し、消
費者がより安く高品質な製品を選択
できる環境を整えるため。

4. 消費者が製品の欠陥による被害を
受けた際、企業の過失を立証する負
担を軽減し、救済しやすくするため
。

問2 スマートフォン決済などのキャッシュレス化が進む現代社会において、70歳代や80歳以上の世代のスマートフォン保有率が他の世代に比べて低
いという実態があります。このように、情報の利活用能力や環境の差によって生じる、経済的・社会的な格差を何と呼びますか。その名称とし
て正しいものを選択してください。 （2024年 岩手県公立入試 類似）

1. インフォームド・コンセント 2. ユニバーサルデザイン 3. デジタルデバイド 4. メディアリテラシー

問3 1990年から2015年にかけての世帯構成の統計において、夫婦のみや夫婦と未婚の子からなる「核家族世帯」の割合は約6割で推移している一方
で、一人暮らしの「単独世帯」の割合は約12ポイント上昇しています。このような世帯構成の変化が起きている背景として最も適切な説明はど
れですか。 （2024年 岐阜県公立入試 類似）

1. 三世代世帯の割合が急増し、若年
層が親や祖父母と同居する傾向が強
まっている。

2. 一世帯あたりの人数が増加し、家
族全員で支え合う伝統的な生活様式
が復活している。

3. 高齢化が進んだことにより、配偶
者と死別した後に一人で暮らす高齢
者が増えている。

4. 若年層の早期結婚が進み、夫婦と
子供からなる世帯が全世帯の過半数
を大きく超えた。

問4 少子高齢化が進む現代社会において重視されている「バリアフリー」の考え方に基づいた施策として、最も適切なものはどれか。 （2018年

愛媛県公立入試 類似）

1. すべての人に等しく政治参加の機
会を与えるため、一定の年齢に達し
た国民に投票権を認めること

2. 国民が自らの意志で住む場所を決
め、希望する仕事に就ける権利を法
的に保障すること

3. 高齢者や障害者が公共施設を安全
に利用できるよう、スロープの設置
や段差の解消を行うこと

4. 民間企業が自由に競争できる環境
を整え、市場の活性化を通じて経済
を成長させること

問5 近年の医療現場では、患者の権利を尊重する考え方が普及しています。医師が治療の方針や副作用について十分に説明を行い、それを理解した
患者が、納得した上で自らの意思により治療方法を選択・同意することを何と呼びますか。 （2022年 宮城県公立入試 類似）

1. クーリング・オフ 2. インフォームド・コンセント 3. 個人情報の保護 4. バリアフリー

問6 社会生活における対立を解決し、合意形成を図る際に重視される考え方のうち、特定の人が不当に不利益を被ることがないよう、手続きが平等
に進められ、結果が正しいものであるかを確認する視点を何といいますか。 （2026年 広島県公立入試 類似）

1. 多数決 2. 公正 3. 効率 4. 権利の制限

問7 障害者や高齢者などの歩行困難者が安心して施設を利用できるように導入されている「パーキングパーミット制度」の仕組みや目的を説明した
ものとして、最も適切なものはどれか。 （2016年 鹿児島県公立入試 類似）

1. 出入口の近くに幅の広い専用駐車
場を確保し、自治体が発行する利用
証を持つ人が利用できるようにする
仕組み。

2. 全ての利用者が平等に利用できる
よう、先着順で駐車料金を無料にし
、施設の回転率を高める仕組み。

3. 健常者が優先的に駐車できるよう
にすることで、駐車場内の歩行者を
減らして事故を防止する仕組み。

4. 排気ガスの影響を避けるため、建
物から最も離れた場所に専用の駐車
スペースを設ける仕組み。

問8 現代の地域経済において、ICTを活用した「電子割引券」の配布が普及しています。この取り組みがもたらす効果に関する記述として、正しいも
のはどれですか。 （2025年 滋賀県公立入試 類似）

1. デジタル技術の導入によって利用
できる層が限定されるため、地域全
体の消費総額が以前よりも大幅に減
少する効果。

2. スマートフォン等で手軽に利用で
きる仕組みによって消費が刺激され
、割引によるお得感から、割引分以
上の買い物を誘発する効果。

3. クーポンの利用条件を厳しく設定
することで、消費者の利便性をあえ
て低下させ、無駄な支出を抑制させ
る効果。

4. 店舗が受け取る利益を割引分だけ
確実に減らすことで、家計の貯蓄率
を向上させ、将来の経済不安を解消
する効果。

問9 日本では2018年に成立した民法の改正により、成年年齢が20歳から18歳に引き下げられました。この改正に先立ち、2014年の国民投票法改正
や2015年の公職選挙法改正によって、投票権や選挙権を得る年齢も18歳に引き下げられてきました。このように法的な「大人」の定義が18歳
以上に統一された主な目的として、最も適切なものはどれですか。 （2024年 東京都公立入試 類似）

1. 義務教育の期間を18歳まで延長し
、学力向上を図るため

2. 少年法を全面的に廃止し、成人と
同じ基準で刑罰を科すため

3. 若年層の飲酒や喫煙を早期に解禁
し、国内の消費を拡大させるため

4. 若者の社会への参加時期を早め、
主体的な役割を期待するため

問10 現代の情報化社会において、インターネットやテレビなどのメディアから送られてくる情報をうのみにせず、その情報の正確性や発信者の意図
を主体的に判断し、正しく活用する能力を何といいますか。 （2017年 岡山県公立入試 類似）

1. デジタルデバイド 2. 情報リテラシー 3. 知的財産権 4. 情報公開制度

問11 ある中学生が作成した学習報告において、「マスメディアが伝える情報に振り回されてしまう場合がある」という課題に対し、その解決策とし
て「情報の真偽を的確に判断して活用する能力」を身につけることが重要であるとまとめました。この能力が必要とされる背景として最も適切
な説明はどれですか。 （2019年 群馬県公立入試 類似）

1. 送り手の意図や発信のタイミング
により、情報の受け手が誤った印象
を持ったり、判断を誤ったりする可
能性があるから。

2. 著作物や発明などの権利を保護し
、情報を自由に共有することを禁止
する法整備が急速に進んだから。

3. マスメディアは常に中立で正確な
情報のみを流す仕組みになっている
ため、利用者がその内容を確認する
必要はないから。

4. 行政機関が保有する情報を市民が
請求できる権利が確立されたことで
、情報の量そのものが減少したから
。

問12 日本において在留外国人が増加し、出身国や地域による言語の多様化が進む中、災害情報や行政からの案内などの情報をわかりやすく伝えるた
め、平易な表現に言い換えた日本語を何といいますか。 （2026年 岩手県公立入試 類似）

1. 共通日本語 2. 標準日本語 3. 公用日本語 4. やさしい日本語
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答え合わせ・解説
問1 答え 4

消費者が製品の欠陥による被害を受けた際、
企業の過失を立証する負担を軽減し、救済し
やすくするため。

以前の民法の原則では、被害者が相手側の「過失」を証明しなければなりませんでしたが、複
雑な構造を持つ現代の製品において消費者が企業のミスを特定することは不可能です。そこで
、製品の「欠陥」さえ証明すれば製造者に責任を負わせる「無過失責任」の考え方が導入され
ました。

問2 答え 3
デジタルデバイド

情報通信技術（ICT）を利用できる人とできない人の間に生じる格差を「デジタルデバイド（
情報格差）」といいます。スマートフォン決済が普及する一方で、操作に不慣れな高齢層など
がその恩恵を受けられないことは、現代社会における公平性の観点から重要な課題となってい
ます。

問3 答え 3
高齢化が進んだことにより、配偶者と死別し
た後に一人で暮らす高齢者が増えている。

単独世帯が大幅に増加している主な理由の一つに、高齢化による影響があります。平均寿命が
延びた一方で、配偶者と死別した後に独居生活を送る高齢者が増えたことが統計に反映されて
います。また、晩婚化や未婚率の上昇といったライフスタイルの多様化も、一世帯あたりの人
数を減少させ、単独世帯を増加させる要因となっています。

問4 答え 3
高齢者や障害者が公共施設を安全に利用でき
るよう、スロープの設置や段差の解消を行う
こと

この考え方は、特定の身体的条件や年齢にかかわらず、すべての人が社会の一員として自立し
た生活を送れるようにすることを目的としています。単に自由を認めるだけでなく、物理的・
制度的な壁を具体的に取り除く「施設改善」などのアプローチが含まれる点が特徴です。

問5 答え 2
インフォームド・コンセント

かつての医療は医師に判断を任せる傾向が強かったのですが、現代社会では患者自身が自分の
体や生き方について決定する「自己決定権」が重視されるようになりました。そのため、医師
による十分な説明と、それに対する患者の納得・同意というプロセスが不可欠となっています
。

問6 答え 2
公正

社会的な合意形成において、一部の人に犠牲を強いたり不当な扱いをしたりしないように配慮
する考え方です。不利益の解消や手続きの透明性、結果の平等性を確保することで、社会全体
の納得感を得るために不可欠な要素となります。一方、時間や労力の無駄を省くことを重視す
る考え方は「効率」と呼ばれます。

問7 答え 1
出入口の近くに幅の広い専用駐車場を確保し
、自治体が発行する利用証を持つ人が利用で
きるようにする仕組み。

移動に困難を抱える人が、車いすでの乗り降りに必要なスペース（幅）を確保したり、移動距
離を短縮したりするために、建物の出入口の近くに専用スペースが設けられています。自治体
が交付する共通の利用証を利用者に持ってもらうことで、本当に必要としている人が確実に駐
車できるよう、視覚的に区別する配慮がなされています。

問8 答え 2
スマートフォン等で手軽に利用できる仕組み
によって消費が刺激され、割引によるお得感
から、割引分以上の買い物を誘発する効果。

電子割引券の最大の狙いは、ICTツールの活用による「消費の呼び水」効果です。消費者が無
料通話アプリ等で簡単にクーポンを受け取れるようにすることで、店舗へ足を運ぶきっかけを
作ります。利用者がクーポンを使って買い物をする際、実際には割引額以上の商品を購入する
ことが多いため、投入した公費や経費以上の経済的なリターンが地域にもたらされます。これ
は現代社会における「情報化」が、人々の行動変容を通じて経済活性化に寄与している具体例
です。

問9 答え 4
若者の社会への参加時期を早め、主体的な役
割を期待するため

少子高齢化が進行する日本において、18歳、19歳の若者を早い段階から大人として扱い、社
会の形成に主体的に関わってもらうことを目的として民法が改正されました。この一連の流れ
は、憲法改正の国民投票権や国政選挙の選挙権が18歳に引き下げられた経緯と連動しています
。なお、義務教育期間の変更や少年法の全面廃止はこの改正の主旨とは異なります。

問1
0

答え 2
情報リテラシー

大量の情報が溢れる現代社会では、受け取った情報を批判的思考（クリティカル・シンキング
）を持って分析し、取捨選択する力が求められています。この能力はメディアリテラシーとも
呼ばれ、単に情報を手に入れるだけでなく、その真偽を確かめ、正しく使いこなす姿勢が重要
です。

問1
1

答え 1
送り手の意図や発信のタイミングにより、情
報の受け手が誤った印象を持ったり、判断を
誤ったりする可能性があるから。

情報は発信者の意図によって強調される部分が異なったり、一部の事実が省略されたりするこ
とがあります。情報に振り回されないためには、一つの情報源だけを信じるのではなく、多角
的な視点から情報を吟味し、自分自身の判断で取捨選択する姿勢が求められます。

問1
2

答え 4
やさしい日本語

日本で暮らす外国人の増加や母語の多様化に伴い、防災や日常生活の情報をわかりやすく伝え
るための工夫が行われています。難しい単語や複雑な文法を避け、短く平易な表現を用いた日
本語を「やさしい日本語」といいます。


